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『料理を通じて韓国文化を学ぶ』
＜韓国料理サークル｢無窮花｣＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
韓国から日本に嫁いできた韓国婦人の集い無窮

花（ムグンファ：FPU兵庫県本部が後援）は、夫の国
である日本に少しでも韓国文化を紹介したいと願
い、2年前から韓国料理講習会を始めた。今回は、
その2年間の歩みを聞いてみた。 
 
１． 最初から唐突ですが、私は韓国料理が好き

です。でも本当に辛い物が多いですね!? 
（司会：福田事務局長） 

 
☆韓国の料理は、キムチ・カクトウギに代表されるよ
うに辛いイメージがあります。でも、辛くない美味
しい料理もたくさんあります。 

ちなみに辛みの香辛料「唐辛子」は、李氏朝鮮時
代につまり文禄・慶長の役で、日本の豊臣秀吉が派
遣した兵たちが、寒さを堪えるため足に唐辛子を使
いました。後で朝鮮の人たちが、これは何かと植え
てみると、とても旨かったので、朝鮮全土に広まっ
たという説があります。 

だから、辛い唐辛子は日本から伝わった物です
よ。ところで日本の唐辛子は辛いばかりですが、韓
国の唐辛子は辛さの中にも甘味・旨みがあります
（笑い）。（主宰：朴さん） 
 
２．  韓国料理講習会がどういう趣旨で始まった

のか、教えてください。 
 
☆韓国料理に興味がある方や好きな方が集まり、韓
国の家庭料理を作って、食べながら色々お話できる
楽しい時間です。この時間を通して、少しでも韓国
文化を体験して、知る事ができればと思っていま
す。これから、もっとたくさんの方々が韓国料理講
習会を通して、韓国文化に触れ馴染むことができ，
日韓がもっと近くなれば喜ばしいと思っておりま
す。（講師：韓さん） 
 

 
３．  韓国料理講習会は、いつから始めて、何回

開催していますか？ 
 
☆2006 年 10 月 21 日に第 1 回韓国料理講習会
が始まりました。当初より 2 ヶ月に 1 回のペース
で開催して来ました。2008 年 11 月 1 日には、
12 回目の韓国料理講習会を予定しています。 
（講師：金さん） 
 

 

４．  いつも、どこで開催していますか?   

 

☆場所は JR 新長田駅前「ピフレホール」の３F で

す。この長田の町は在日の方々も多く住んでいる所

で、阪神淡路大震災という大きな災害がありまし

た。でも今では再開発されて、とても綺麗な町に生

まれ変わりました。（韓） 
 

５． 主催名を『韓国料理サークル｢無窮花｣』と

名づけた理由は何ですか? 

 

☆「冬のソナタ」に代表される韓国ドラマから韓流

ブームが始まりました。そして大ヒットした韓国ド

ラマで「長今（チャングム）の誓い」があります。

そのドラマのテーマの 1 つである料理を題材に、

韓国文化を紹介しようと＜韓国料理サークル｢無窮

花｣＞という名前をつけました。（朴） 

 

６． 先ほど 11 月 1 日で 12 回を数えると言わ

れましたが、どのようなエピソードがあり

ましたか?  

 

☆1 回目は 40 名が参加しました。各テーブルに。

1 人から 2 人の韓国婦人がアドバイザーとして参

加しました。しかし、アドバイザー其々が先生の指

導に従わず、其々自分の経験と方法で調理したため

に、各テーブルで其々個性豊かな仕上がりになりま

した（笑い）。（韓） 

 

☆回数を重ねるごとに手順も慣れてきて、予定時間

より早く仕上がることが多くなり、余った時間で韓

国民謡・エアロビクス・オカリナ演奏などを紹介し

て、楽しい交流の時間を持てました。（金） 
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７． 最後に、読者の皆様にまとめのメッセージをお願いします。 
 

☆前回は、参鶏湯を紹介しました。韓国の代表的な料理の一つで、大変好評でした。今後、益々努力してい
きますので、読者の皆様も気軽にご参加ください。皆さん一緒に、楽しい韓国料理の時間を過ごしてみませ
んか? オソオセヨ。（韓） 
 
☆私たちは、現在グローバル時代を生きています。より多くの民族と交流を持ち、韓国料理のみならず日本
料理・イタリア料理・ベトナム料理など、様々な国々の料理を取り入れながら、この料理講習会をより楽し
いものにしていきたいです。チェミイッソヨ。（金） 
 
☆ 最後に、2 年間の間、参加してくださった会員の方々や応援してくださった 
関係者の皆様に、この場を借りて感謝の言葉を述べたいと思います。本当にあり 
がとうございます。これからも、息の長いご参加、ご支援をお願いします。よろ 
しくお願いします。チャル プタカムニダ。（朴） 

 

 

主  張 
 

『平和統一（授受法）』   
人類は古より争い・戦争を繰り返してきた。そのことにより、多くの人々が支持してきた代表的な哲学に

「弁証法」がある。つまり物事は全て矛盾を内包し、古今東西、常に「分裂と統一」を繰り返してきたと見

るのである。統一はされても争いによる、つまり力による統一、そこには必ず新たなる矛盾を抱え、後に分

裂し争いを繰り返すのである。 

 又、弁証法的に人類は発展してきたというが、その多くは破壊なのである。仮令そこに発展的部分はあっ

ても、とても効率の悪い発展になっている。創造と破壊を続け、生産的というより奪略的である。 

 このことは多くの人達に支持されてきた哲学ゆえ、一見妥当性を持ち、真理のごとく錯覚されてきたので

ある。しかし、この論理の結論には、人類の恒久的平和の到来は無いのである。 

また、テロ・紛争・戦争などを必要悪として肯定してきたのである。つまり自分達の目的成就のため、暴

力・殺人を行い、テロ・戦争を正当化してきたのである。巧妙である。争い・暴力を行使しながらも論理を

すり替え、行動を偽装し、正当化してきたのである。 

これらの最たるものは、唯物弁証法である。唯物弁証法の哲学を実践する者達は、表面的に平和・平等を

謳ったとしても、行動ではよく暴力を行使し、あたかも不可抗力のごとくその行動を正当化するのである。

 

我が平和統一聯合は、「授受法」を主唱している。 

「授受法」とは「他の為に生きる精神」つまり「眞の愛」が核心である。矛盾・分裂・争いではなく、心

情・分立・調和が基本である。 

心情とは、愛して喜びを得ようとする情的衝動である。分立とは、矛盾による分裂ではなく、心情を中心

に互いに相対関係を結ぶための立場に位置することである。だから、関係を結ぶとき、争いになるのではな

く、一体になっていくのである。 

この相対関係とは、主体と対象という位置関係になる。だから、矛盾による攻撃的な相対関係ではなく、

眞の愛による主体が対象の為に生きる位置関係である。つまり、奪うのではなく、主体が対象に良きものを

与えることが先決になるのである。 

弁証法では、相手を否定し、攻撃したり、奪ったり、支配したりする。しかし、授受法は、先ず相手を認

め、相手を称えたり、与えたり、尽くしたりするのである。 

だから、弁証法ではやられた側は、怨みを持ち、反撃をしたり、報復したりする。しかし、授受法では、

対象は主体に感謝し、お礼をし、恩返しをするのである。 

その結果、今日のように、弁証法の考え手段を選択した部分の結果、テロ・紛争や過剰なエネルギー消費

が起こり、創造より破壊、平和より争いが多く続いたのである。しかし、授受法の考え手段を選択した結果、

国際協調・国際援助を実施し、自然擁護運動が起こり、創造や発展を促進してきた。また戦争より平和を強

く願う土壌が培われてきているのである。 

 

今からでも遅くは無い。「平和統一」を願うなら、今までの姿勢を深く反省し、改めるべきである。そし

て、弁証法ではなく授受法で生活し、相手の「為に生きる精神」である「眞の愛」を実践する道が、唯一の

『平和統一への道』であると信じ、全力を注ぐべきである。ならば、自ずとさほど遠くない未来に、平和世

界が訪れる。勿論、祖国の『平和統一』も確実にやってくる!! 
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活動内容  
10 月 2 日、9 日、16 日、23 日、30 日、 

韓国婦人集会(岡山）      開催 
10 月 3 日 

第 3 回会長団会議       開催 
10 月 7 日 

第 2 回賢仁会発起人会     開催 
   場所 第 7 連合会事務所 
10 月 9 日  

常任理事会          開催 
10 月 11 日（土） 

支部長・担当者会議(岡山)   開催 
10 月 16 日 

韓国婦人集会(兵庫)      開催 
10 月 23 日  

常任理事会          開催 
10 月 24 日 

民団訪問 
10 月 28 日 

第 5 回定例役員会(兵庫)    開催 
10 月 29 日 

第 4 回会長団会議      開催 
場所 岡山 

10 月 31 日～11 月 4 日 
第 11 次麗水セミナー  20 名参加 

イベント案内 
・ 第 12 回韓国料理講習会（兵庫）  

場所 新長田駅前ﾋﾟﾌﾚﾎｰﾙ 3 階 料理教室 
    日時 2008 年 11 月 1 日（土） 

PM1 時 30 分～PM4 時 30 分 
・ 第 13 回 韓国料理教室（岡山） 

場所 御南西公民館 料理講座室 
    日時 2008 年 11 月４日（火） 

AM１０時～PM１時 
・ 第 11 回在日同胞指導者セミナー 
    場所 麗水 ｻﾞｵｰｼｬﾝﾘｿﾞｰﾄ 
    日時 10 月 31 日（金）～ 
    11 月 4 日（火） 
・ 第 15 回平和統一セミナー（兵庫県） 
    場所 新長田駅前ピフレホール 3 階 
    日時 11 月 22 日（土） 

PM1 時 30 分～PM4 時 00 分 
・ 在日同胞ハワイセミナー・ハワイツアー 
    場所 ハワイ・キングカメハメハホテル 
    日時 11 月 22 日（土）～ 
        11 月 27 日（木） 
・ 平和統一原理セミナー（岡山） 
    場所 FPU 岡山会議室 岡山市新保 
    日時 11 月 29 日（土） 

ＡＭ10 時 00 分～PM4 時 00 分 
・ 第 16 回平和統一セミナー（兵庫県） 
    場所 西宮市大学交流ｾﾝﾀｰ講義室２ 
    日時 11 月 30 日（日） 

交流の広場 
＜不思議な縁から思うこと＞ 

 いつ頃からだろうか、恐らく「テーチャングム」（「チャ
ングムの誓い」）を見始めた頃から、私もいつの間にか韓国
の歴史ドラマの虜になっている。「ホジュン」、「海神（ヘシ
ン）」、そして今は、「朱蒙（チュモン）」と「大祚栄（テー
ジョヨン）」に凝っている。 
 一方、私は昨年、鄭さんという韓国人に誘われて、学生
時代以来三十数年ぶりに霊峰大山(鳥取県)に登った。その
後引き続いて、平和統一聨合を通じた縁で、天台宗系の大
山寺を訪れ、更には、天台宗の総本山である比叡山・延暦
寺会館を訪れることになった。ところが、比叡山の頂上に
着いて文殊楼周辺を散策していると、亀の像の上に「清海
鎮大使」という字が書かれた碑が立っているのが眼に飛び
込んできたので、ビックリしてその碑文を読んでみると、
なんと、第三世天台座主慈覚大師円仁が、中国での求法の
際、「海神」の主人公張保皐（チャンボゴ）の支援を受けた
ことを記念して、十数年前に建てられていたのだ。 

実は、数年前、これも平和統一聨合の行事で韓国に訪れ
た際、やはり時間があってホテルの周辺を一人で散策して、
たまたま近くの公園を訪れたところ、そこは、チャングム
（長今）が仕えた王様のお墓を奉ってある公園だったのだ。
このような経験も重なって、不思議な縁と導きを更に深く
感じたのである。 
 そして、今嵌まっている「朱蒙」も「大祚栄」も、私に
とって、今もっとも関心のある北朝鮮の地に建国された高
句麗の建国と滅亡の歴史なのだ。 
 特に、この二つのドラマを見ながら、指導者のあり方を
考えさせられている。朱蒙が建国の時に授かった三種の神
器の弓には、「弘益人間」の文字が刻まれていた。まさに、
檀君神話にもある、「弘(ひろ)く(民の)為に生きる人間」の
あり方を説いているのだ。 
 現在の北朝鮮は言うに及ばず、昨今の金融危機を解決す
るために、一つになって取り組まざるを得なくなった世界
の全ての指導者が、自国の枠を超えて、いつも、弘く人類
全体の為に、政治や経済の問題に取り組んでほしと思うの
である。   第 7 連合会岡山県本部副会長 小泉 政幸

編集後記 
❑ 無窮花の韓国婦人たち、韓国料理講習会 2 年間
の成果と頑張りを会員の皆様に伝えたく、インタビ
ュー記事を今回の TOP に掲載しました。また、近
い時期に岡山の韓国婦人たちの料理教室の内容も伝
えたいです。＜希＞ 
❑  編集後記を通じて、最初にこの喜びと感謝の
気持ちをお伝えします！ 
 2 年前、FPU7 趙会長の誘いで基本趣旨を検討し
ました。そして、先ずは 3 回まで兎に角やり抜こう
と決意し、韓国料理講習会を始めました。 
 趙会長は計画・実践・結果の 3 原則を厳守する方
です。兵庫・岡山・鳥取 3 県を巡回し、講演会・セ
ミナーの講師をされながらも、韓国料理講習会への
関心は強く、いつも指導と激励をしてくださいまし
た。 
 特に韓国料理講習会は、グローバル時代に生きる
韓国新世代婦人たちの精誠と、後援者の方々のお志
が一つとなり実施に至りました。貴い主旨と願いに
負けないよう努力してきました。その結果、第 12
回目を迎えるようになり、また今回の 3 号 TOP イ
ンタビュー記事掲載になりました。 
 その間、多方面に配慮してくださった会長を初め、
事務局長、支部長、そして講師の婦人たち、韓国料
理の好きな会員の皆様に、今一度紙面から深き感謝
の意を述べたいと思います。カムサハムニダ。 
拝 ＜春＞ 

投稿記事募集  
FAX.078-367-4323  E-mail:fpu7@bh.main.jp 


